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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置であって、
　前記画像形成装置の内外の空気を入れ替えるファンと、
　前記ファンに対して電圧を印加する印加手段と、
　前記ファンが回転しているか否かを判断する判断手段と、
　前記ファンが回転している状態から前記印加手段により前記ファンに対して印加する電
圧を所定の量ごとに減少させ、前記判断手段により前記ファンが回転していないと判断さ
れた場合に前記印加手段により前記ファンに対して印加していた電圧より高い電圧を前記
ファンの駆動を維持させるための駆動維持電圧として設定する設定手段と、
　前記設定手段により設定された駆動維持電圧を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段により記憶された駆動維持電圧を前記ファンに対して印加することにより
前記ファンの駆動を維持させるよう前記印加手段を制御する制御手段とを有することを特
徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記ファンに対して前記駆動維持電圧を印加することにより前記ファ
ンの駆動を維持させることができなかった場合、前記駆動維持電圧より高い電圧を新たな
駆動維持電圧として設定させるよう前記設定手段を制御することを特徴とする請求項１に
記載の画像形成装置。
【請求項３】
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　前記ファンは、前記画像形成装置の内から外へ空気を送り出すことを特徴とする請求項
１又は２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記ファンは、前記画像形成装置の外から内へ空気を送り出すことを特徴とする請求項
１乃至３の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記設定手段は、前記ファンが回転していない状態から前記印加手段により前記ファン
に対して印加する電圧を増加させ、前記判断手段により前記ファンが回転していると判断
された場合に前記印加手段により前記ファンに対して印加していた電圧を前記ファンの駆
動を開始させるための駆動開始電圧として設定し、
　前記記憶手段は、前記設定手段により設定された駆動開始電圧を記憶し、
　前記制御手段は、前記記憶手段により記憶された駆動開始電圧を前記ファンに対して印
加することにより前記ファンの駆動を開始させるよう前記印加手段を制御することを特徴
とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記設定手段は、前記ファンが回転していない状態から前記印加手段により前記ファン
に対して印加する電圧を所定の量ごとに増加させることにより、前記駆動開始電圧を設定
することを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記ファンに対して前記駆動開始電圧を印加することにより前記ファ
ンの駆動を開始させることができなかった場合、前記駆動開始電圧より高い電圧を新たな
駆動開始電圧として設定させるよう前記設定手段を制御することを特徴とする請求項５に
記載の画像形成装置。
【請求項８】
　ファンを有する画像形成装置の制御方法であって、
　前記ファンに対して電圧を印加する印加工程と、
　前記ファンが回転しているか否かを判断する判断工程と、
　前記ファンが回転している状態から前記印加工程により前記ファンに対して印加する電
圧を所定の量ごとに減少させ、前記判断工程により前記ファンが回転していないと判断さ
れた場合に前記印加工程により前記ファンに対して印加していた電圧より高い電圧を前記
ファンの駆動を維持させるための駆動維持電圧として設定する設定工程と、
　前記設定工程により設定された駆動維持電圧を記憶する記憶工程と、
　前記記憶工程により記憶された駆動維持電圧を前記ファンに対して印加することにより
前記ファンの駆動を維持させるよう前記印加工程を制御する制御工程とを有することを特
徴とする制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置及び画像形成装置の制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置は、ファンを用いて空気を内部から外部へ排出することにより、機体を冷
却している。
【０００３】
　一般的に、ファンの駆動は、ファンに対して所定の電圧を与え続けることにより実現す
る。しかし、ファンの駆動を維持するために必要な電圧（駆動維持電圧）は、ファンの駆
動を開始させるために必要な電圧（駆動開始電圧）より低くなっている。このため、ファ
ンに対して駆動開始電圧を上回る電圧を常に与え続けることとすると、無駄な電力を消費
してしまう。
【０００４】
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　これに対して、特許文献１に記載された発明が存在する。特許文献１には、所定の電圧
でファンの駆動を開始させた後、ファンの駆動を開始させたときの電圧より低い所定の電
圧でファンの駆動を維持する発明が記載されている。
【特許文献１】特開平１０－９１９１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ファンは、個体差や経年変化により、駆動開始電圧や駆動維持電圧が変化する。
【０００６】
　特許文献１に記載された発明では、ファンの駆動を開始させる電圧やファンの駆動を維
持させる電圧は常に所定の値となる。そのため、特許文献１に記載された発明では、ファ
ンに対して適切な駆動電圧を設定することができなかった。
【０００７】
　本発明は、ファンの回転を開始させるための駆動開始電圧をファンの回転を開始するた
めに必要な最小限の値に設定することで、ファンの回転を開始させる際の消費電力を低減
させることを目的とする。
【０００８】
　また、本発明は、ファンの回転を維持させるための駆動維持電圧をファンの回転を維持
するために必要な最小限の値に設定することで、ファンの回転を維持する際の消費電力を
低減させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る情報処理装置は、画像形成装置であって、前記画像形成装置の内外の空気
を入れ替えるファンと、前記ファンに対して電圧を印加する印加手段と、前記ファンが回
転しているか否かを判断する判断手段と、前記ファンが回転している状態から前記印加手
段により前記ファンに対して印加する電圧を所定の量ごとに減少させ、前記判断手段によ
り前記ファンが回転していないと判断された場合に前記印加手段により前記ファンに対し
て印加していた電圧より高い電圧を前記ファンの駆動を維持させるための駆動維持電圧と
して設定する設定手段と、前記設定手段により設定された駆動維持電圧を記憶する記憶手
段と、前記記憶手段により記憶された駆動維持電圧を前記ファンに対して印加することに
より前記ファンの駆動を維持させるよう前記印加手段を制御する制御手段とを有すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、ファンの回転を開始させるための駆動開始電圧をファンの回転を開始
するために必要な最小限の値に設定することで、ファンの回転を開始させる際の消費電力
を低減させることができる。
【００１４】
　また、本発明によれば、ファンの回転を維持させるための駆動維持電圧をファンの回転
を維持するために必要な最小限の値に設定することで、ファンの回転を維持する際の消費
電力を低減させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　〔第１の実施形態〕
　図１は、システムの構成を示す図である。
【００１６】
　１０１は、ＰＣである。１０２は、プリンタである。１０３は、ネットワークである。
ＰＣ１０１とプリンタ１０２は、ネットワーク１０３により接続され、画像データ等のデ
ータの伝送が行われる。なお、ＰＣ１０１とプリンタ１０２の接続はローカル接続でもよ
い。
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【００１７】
　図２は、プリンタ１０２の構成を示すブロック図である。
【００１８】
　２０１は、制御部であり、プリンタ１０２の各構成２０２～２０４を制御する。制御部
２０１の詳細は、図６を用いて後述する。２０２は、操作部であり、表示部と入力部とを
有し、表示部によりユーザーにプリンタ１０２の操作画面を提供するとともに、入力部に
よりユーザーからプリンタ１０２に対する各種操作を受け付ける。２０３は、読取部であ
り、原稿から画像データを読み取り、制御部２０１に入力する。２０４は、印刷部であり
、制御部２０１により画像処理を実行された画像データに基づいて、出力用紙に画像形成
を実行する。２０５は、送風部であり、印刷部２０４に対して送風を行うことにより印刷
部２０４の温度を冷却する。送風部２０５の詳細は、図４を用いて後述する。
【００１９】
　図３は、制御部２０１の詳細を示すブロック図である。
【００２０】
　３０１はＣＰＵであり、ＲＡＭ３０３に展開されたプログラムに基づき、プリンタ１０
２の各構成２０２～２０４や制御部２０１の各構成３０２～３０７を制御する。３０２は
ＲＯＭ（不揮発性記憶媒体）であり、ＣＰＵ３０１が実行するブートプログラム等を記憶
する。３０３はＲＡＭ（揮発性記憶媒体）であり、ＣＰＵ３０１が実行するＯＳやアプリ
ケーションのプログラム等がＨＤＤ３０４から展開される。３０４はＨＤＤ（不揮発性記
憶媒体）であり、ＣＰＵ３０１が実行するＯＳやアプリケーションのプログラム等を記憶
する。３０５はイメージプロセッサであり、イメージメモリ３０６に記憶された画像デー
タに対して各種画像処理を実行する。３０６はイメージメモリ（揮発性記憶媒体）であり
、読取部２０３やネットワークインターフェース３０７から入力された画像データを一時
的に保持する。３０７はネットワークインターフェースであり、ＰＣ１０１等の外部装置
から画像データ等の入出力を行う。
【００２１】
　図１３は、印刷部２０４の詳細とファン４０１の取付位置を示す断面図である。
【００２２】
　図１３に示すように、ファン４０１は定着部５０５の近傍に取り付けられ、空気を印刷
部２０４の内部から外部へ排出する。
【００２３】
　５０１～５０５が画像形成を実行する部分であり、５０６～５１０が用紙搬送を実行す
る部分である。５０１は感光体であり、用紙上に現像剤像を転写する。５０２は帯電部で
あり、感光体５０１を帯電させる。５０３は露光部であり、帯電した感光体５０１上にレ
ーザー等の照射光により露光を行って静電潜像を生成する。５０４は現像部であり、トナ
ー等の現像剤を用いて感光体５０１上に生成された静電潜像を現像し現像剤像を生成する
。５０５は定着部であり、感光体５０１により用紙上に転写された現像剤像を用紙に定着
する。５０６は、印刷前の用紙を保持する給紙トレイである。５０７は、給紙トレイ５０
６から用紙を給紙する給紙ローラーである。５０８は、機内で用紙を搬送する搬送ローラ
ーである。５０９は、排紙トレイ５１０に用紙を排紙するための排紙ローラーである。５
１０は、印刷後の用紙を保持する排紙トレイである。
【００２４】
　印刷部２０４における印刷処理は、ＣＰＵ３０１の制御によって下記のように実行され
る。まず、帯電部５０２により帯電された感光体５０１上に、露光部５０３が静電潜像を
生成し、現像部５０４がトナー等の現像剤により静電潜像を現像し現像剤像を生成する。
次に、給紙トレイ５０６の用紙が、給紙ローラー５０７の給紙動作により給紙される。次
に、感光体５０１により用紙上に現像剤像が転写され、定着部５０５により用紙上に現像
剤像が定着される。次に、定着部５０５により現像剤像が定着された用紙が、排紙ローラ
ー５０９の排紙動作により排紙トレイ５１０に排紙される。
【００２５】



(5) JP 5355031 B2 2013.11.27

10

20

30

40

50

　図４は、送風部２０５の詳細を示す図である。
【００２６】
　４０１は、ファンであり、空気を印刷部２０４の内部から外部へ排出することにより、
印刷部２０４の温度を冷却する。４０２は、ファン駆動トランジスタであり、ファン４０
１を駆動する。４０３は、出力可変レギュレータであり、ファン４０１に印加する電源電
圧を出力する。４０４は、抵抗であり、出力可変レギュレータ４０３の出力電圧を決定す
る。４０５は、抵抗であり、出力可変レギュレータ４０３の出力電圧を決定する。４０６
は、トランジスタであり、出力可変レギュレータ４０３の出力電圧を変更する。４０７は
、抵抗であり、トランジスタ４０６と接続され出力可変レギュレータ４０３の出力を変更
する。４０８は、トランジスタであり、出力可変レギュレータ４０３の出力電圧を変更す
る。４０９は、抵抗であり、トランジスタ４０８と接続され出力可変レギュレータ４０３
の出力を変更する。４１０は、トランジスタであり、出力可変レギュレータ４０３の出力
電圧を変更する。４１１は、抵抗であり、トランジスタ４１０と接続され出力可変レギュ
レータ４０３の出力を変更する。４１２は、ロック信号であり、ファン４０１がロックし
たことを示す。ロック信号４１２は、プリンタ１０２の内部バスを介して、送風部２０５
から制御部２０１のＣＰＵ３０１に入力される。ファン４０１がロックしている場合、送
風部２０５から制御部２０１のＣＰＵ３０１にＨｉのロック信号４１２が入力される。な
お、ロック信号４１２をアクティブローとして、ファン４０１がロックしている場合、Ｌ
ｏｗのロック信号４１２が入力されてもよい。４１３は、出力可変レギュレータ４０３に
てフィードバック制御を行う為の接続線である。４１４は、図示しない電源との接続線で
ある。４１５～４１８は、制御部２０１の図示しないＩ／Ｏポートとの接続線である。
【００２７】
　本実施形態において、送風部２０５は空気を印刷部２０４の内部から外部へ排出するも
のとした。しかし、送風部２０５は空気を印刷部２０４の外部から内部へ取り込むものと
してもよい。つまり、送風部２０５は空気を印刷部２０４の内外で入れ替えるものである
。また、送風部２０５は空気をプリンタ１０２の内外で入れ替えるものとしてもよい。ま
た、送風部２０５は印刷部２０４の構成５０１～５１０に対して送風を行うものとしても
よい。
【００２８】
　図５は、トランジスタ４０６，４０８，４１０のオンオフの組み合わせとファン４０１
に与えられる電圧との対応を示す図である。
【００２９】
　図５において、１は対応するトランジスタがオンになっている状態を、０は対応するト
ランジスタがオフになっている状態を示している。ファン４０１に与えられる電圧は、ト
ランジスタ４０６，４０８，４１０のオンオフの組み合わせにより、Ｖ１～Ｖ８（Ｖ１＜
Ｖ２＜Ｖ３＜Ｖ４＜Ｖ５＜Ｖ６＜Ｖ７＜Ｖ８）と変化する。
【００３０】
　図６は、プリンタ１０２の制御を示すフローチャートである。なお、このフローチャー
トに示す制御は、ＣＰＵ３０１がＨＤＤ３０４に記憶されたプログラムをＲＡＭ３０３に
読み出し実行することにより実現される。
【００３１】
　まず、プリンタ１０２の電源がオンになったか否かを判断する（Ｓ１０１）。Ｓ１０１
でプリンタ１０２の電源がオンになったと判断された場合、Ｓ１０２に移行する。Ｓ１０
１でプリンタ１０２の電源がオンになっていないと判断された場合、プリンタ１０２の電
源がオンになるまで待機する。
【００３２】
　次に、プリンタ１０２の初期設定（後述するファンの駆動開始電圧Ｖｓとファンの駆動
維持電圧Ｖｋ）が設定済であるか否かを判断する（Ｓ１０２）。Ｓ１０２でプリンタ１０
２の初期設定が設定済であると判断された場合、Ｓ１０３に移行する。Ｓ１０２でプリン
タ１０２の初期設定が設定済でないと判断された場合、Ｓ１１２に移行する。
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【００３３】
　次に、読取部２０３又はネットワークインターフェース３０７により、プリンタ１０２
に対して印刷ジョブが入力されたか否かを判断する（Ｓ１０３）。Ｓ１０３でプリンタ１
０２に対して印刷ジョブが入力されたと判断された場合、Ｓ１０４に移行する。Ｓ１０３
でプリンタ１０２に対して印刷ジョブが入力さていないと判断された場合、プリンタ１０
２に対して印刷ジョブが入力されるまで待機する。
【００３４】
　印刷ジョブとは、印刷動作を伴うジョブつまりコピーやプリントのことをいう。なお、
ジョブには、コピー・プリント・ＦＡＸ・ＳＥＮＤ・ＢＯＸ等が含まれる。コピーとは、
読取部２０３により読み取った画像データを、印刷部２０４により印刷することである。
プリントとは、ネットワークインターフェース３０７によりＰＣ１０１から受信した画像
データを、印刷部２０４により印刷することである。ＦＡＸとは、読取部２０３により読
み取った画像データ等を、電話回線を用いて送受信することである。ＳＥＮＤとは、読取
部２０３により読み取った画像データ等を、ネットワークを用いて送受信することである
。ＢＯＸとは、読取部２０３により読み取った画像データ等を、ＨＤＤ３０４等の記憶媒
体に記憶することである。
【００３５】
　次に、ファン４０１に駆動開始電圧Ｖｓを与えることにより、ファン４０１の駆動を開
始させる（Ｓ１０４）。
【００３６】
　次に、Ｓ１０４でファン４０１に与えた駆動開始電圧Ｖｓにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ１０５）。Ｓ１０５でファン４０１が回転していると判断
された場合、Ｓ１０６に移行する。Ｓ１０５でファン４０１が回転していないと判断され
た場合、Ｓ１１２に移行する。
【００３７】
　次に、ファン４０１の回転が安定しているか否かを判断する（Ｓ１０６）。Ｓ１０６で
ファン４０１の回転が安定していると判断された場合、Ｓ１０７に移行する。Ｓ１０６で
ファン４０１の回転が安定していないと判断された場合、Ｓ１０５に移行する。
【００３８】
　次に、ファン４０１に駆動維持電圧Ｖｋを与えることにより、ファン４０１の駆動を維
持させる（Ｓ１０７）。
【００３９】
　次に、Ｓ１０７でファン４０１に与えた駆動維持電圧Ｖｋにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ１０８）。Ｓ１０８において、ＣＰＵ３０１は、ロック信
号４１２がＨｉの場合に、ファン４０１がロックしている（回転していない）と判断する
。なお、ロック信号４１２をアクティブローとして、ロック信号４１２がＬｏｗの場合に
、ファン４０１がロックしている（回転していない）と判断してもよい。Ｓ１０８でファ
ン４０１が回転していると判断された場合、Ｓ１０９に移行する。Ｓ１０８でファン４０
１が回転していないと判断された場合、Ｓ１１３に移行する。
【００４０】
　次に、印刷部２０４により、Ｓ１０３で入力した印刷ジョブが終了したか否かを判断す
る（Ｓ１０９）。Ｓ１０９で印刷ジョブが終了したと判断された場合、Ｓ１１０に移行す
る。Ｓ１０９で印刷ジョブが終了していないと判断された場合、Ｓ１０８に移行する。
【００４１】
　次に、ファン４０１に与えていた電圧を０とすることにより、ファン４０１の駆動を停
止させる（Ｓ１１０）。
【００４２】
　次に、プリンタ１０２の電源がオフになったか否かを判断する（Ｓ１１１）。Ｓ１１１
でプリンタ１０２の電源がオフになったと判断された場合、制御を終了する。Ｓ１１１で
プリンタ１０２の電源がオフになっていないと判断された場合、Ｓ１０２に移行する。
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【００４３】
　Ｓ１０２でプリンタ１０２の初期設定が設定済でないと判断された場合、次の制御を実
行する。
【００４４】
　まず、ファン４０１の駆動開始電圧Ｖｓを設定する（Ｓ１１２）。Ｓ１１２の詳細は、
図７を用いて後述する。
【００４５】
　次に、ファン４０１の駆動維持電圧Ｖｋを設定する（Ｓ１１３）。Ｓ１１３の詳細は、
図８を用いて後述する。
【００４６】
　本実施形態において、ファンはジョブの入力から終了までの間に駆動するものとした。
しかし、ファンはプリンタの電源オンから電源オフまでの間に駆動するものとしてもよい
。
【００４７】
　本実施形態において、ファンの駆動開始電圧や駆動維持電圧はそれぞれ１種類設定した
。しかし、ファンの駆動開始電圧や駆動維持電圧はそれぞれ複数種類設定してもよい（例
えば、プリント実行時にファンを高速回転させる電圧とプリント待機時にファンを低速回
転させる電圧等。）。
【００４８】
　図７は、Ｖｓの設定Ｓ１１２の詳細を示すフローチャートである。
【００４９】
　まず、ｎに１を代入する（Ｓ２０１）。
【００５０】
　次に、ファン４０１に駆動開始電圧Ｖｎを与えることにより、ファン４０１の駆動を開
始させる（Ｓ２０２）。
【００５１】
　次に、Ｓ２０２でファン４０１に与えた駆動開始電圧Ｖｎにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ２０３）。Ｓ２０３でファン４０１が回転していると判断
された場合、Ｓ２０４に移行する。Ｓ２０３でファン４０１が回転していないと判断され
た場合、Ｓ２０６に移行する。
【００５２】
　Ｓ２０３でファン４０１が回転していると判断された場合、Ｖｓの値を、Ｓ２０３でフ
ァン４０１が回転していると判断されたときのｎに対応するＶｎの値に設定する（Ｓ２０
４）。
【００５３】
　次に、ファン４０１に与えていた電圧を０とすることにより、ファン４０１の駆動を停
止させる（Ｓ２０５）。
【００５４】
　Ｓ２０３でファン４０１が回転していないと判断された場合、ｎの値をインクリメント
する（Ｓ２０６）。
【００５５】
　次に、Ｓ２０６でインクリメントした後のｎの値が８以下であるか否かを判断する（Ｓ
２０７）。Ｓ２０７でｎの値が８以下であると判断された場合、Ｓ２０２に移行する。Ｓ
２０７でｎの値が８以下でないと判断された場合、Ｓ２０８に移行する。
【００５６】
　Ｓ２０７でｎの値が８以下でないと判断された場合、ユーザーに対して、ファンが駆動
できない旨のエラーを通知する（Ｓ２０８）。Ｓ２０８の後、Ｓ２０５に移行する。
【００５７】
　図８は、Ｖｋの設定Ｓ１１３の詳細を示すフローチャートである。
【００５８】
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　まず、ｎにｓ－１を代入する（Ｓ３０１）。
【００５９】
　次に、ファン４０１に駆動開始電圧Ｖｓを与えることにより、ファン４０１の駆動を開
始させる（Ｓ３０２）。
【００６０】
　次に、ファン４０１の回転が安定しているか否かを判断する（Ｓ３０３）。Ｓ３０３で
ファン４０１の回転が安定していると判断された場合、Ｓ３０４に移行する。Ｓ３０３で
ファン４０１の回転が安定していないと判断された場合、ファン４０１の回転が安定する
まで待機する。
【００６１】
　次に、ファン４０１に駆動維持電圧Ｖｎを与えることにより、ファン４０１の駆動を維
持させる（Ｓ３０４）。
【００６２】
　次に、Ｓ３０４でファン４０１に与えた駆動維持電圧Ｖｎにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ３０５）。Ｓ３０５でファン４０１が回転していると判断
された場合、Ｓ３０８に移行する。Ｓ３０５でファン４０１が回転していないと判断され
た場合、Ｓ３０６に移行する。
【００６３】
　Ｓ３０５でファン４０１が回転していないと判断された場合、Ｖｋの値を、Ｓ３０５で
ファン４０１が回転していないと判断されたときのｎに１を加算した値に対応するＶｎの
値に設定する（Ｓ３０６）。
【００６４】
　次に、ファン４０１に与えていた電圧を０とすることにより、ファン４０１の駆動を停
止させる（Ｓ３０７）。
【００６５】
　Ｓ３０５でファン４０１が回転していると判断された場合、ｎの値をデクリメントする
（Ｓ３０８）。
【００６６】
　次に、Ｓ３０８でデクリメントした後のｎの値が１以上であるか否かを判断する（Ｓ３
０９）。Ｓ３０９でｎの値が１以上であると判断された場合、Ｓ３０４に移行する。Ｓ３
０９でｎの値が１以上でないと判断された場合、Ｓ３１０に移行する。
【００６７】
　Ｓ３０９でｎの値が１以上でないと判断された場合、Ｖｋの値を、Ｖ１の値に設定する
（Ｓ３１０）。Ｓ３１０の後、Ｓ３０７に移行する。
【００６８】
　図９は、プリンタ１０２の制御とファンに与えられる電圧及びファンから検出されるロ
ック信号との関係を示すタイムチャートである。図９（Ａ）はプリンタ１０２の制御とフ
ァンに与えられる電圧との関係を示しており、図９（Ｂ）はプリンタ１０２の制御とファ
ンから検出されるロック信号との関係を示している。
【００６９】
　ｔ１～ｔ２の間は、Ｓ１１２（ファン４０１に印加する電圧を増加させ駆動開始電圧Ｖ
ｓを設定しているとき）に対応する。ｔ２～ｔ３の間は、Ｓ１１３（ファン４０１印加す
る電圧を減少させ駆動維持電圧Ｖｋを設定しているとき）に対応する。ｔ４～ｔ５の間は
、Ｓ１０４～Ｓ１０６（ファン４０１に駆動開始電圧Ｖｓを印加することによりファンを
駆動しているとき）に対応する。ｔ５～ｔ６の間は、Ｓ１０７～Ｓ１０９（ファン４０１
に駆動維持電圧Ｖｋを印加することによりファンを駆動しているとき）に対応する。
【００７０】
　本実施形態により、ファンの駆動開始電圧や駆動維持電圧を、ファンの個体差や経年変
化に応じて適切に設定することが可能となる。
【００７１】
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　〔第２の実施形態〕
　第１の実施形態では、ファンの駆動開始電圧と駆動維持電圧とを別々に設定した。これ
に対し、第２の実施形態では、ファンの駆動電圧と駆動維持電圧とを所定の値で組み合わ
せた駆動電圧パターンを設け、その中から適切な駆動電圧パターンを設定する。
【００７２】
　第２実施形態に係る装置の構成等は、図１～図５を用いて説明した第１の実施形態に係
るものと同様であるため、説明を省略する。
【００７３】
　図１０は、プリンタ１０２の制御を示すフローチャートである。なお、このフローチャ
ートに示す制御は、ＣＰＵ３０１がＨＤＤ３０４に記憶されたプログラムをＲＡＭ３０３
に読み出し実行することにより実現される。
【００７４】
　まず、プリンタ１０２の電源がオンになったか否かを判断する（Ｓ４０１）。Ｓ４０１
でプリンタ１０２の電源がオンになったと判断された場合、Ｓ４０２に移行する。Ｓ４０
１でプリンタ１０２の電源がオンになっていないと判断された場合、プリンタ１０２の電
源がオンになるまで待機する。
【００７５】
　次に、プリンタ１０２の初期設定（後述するファンの駆動電圧パターン）が設定済であ
るか否かを判断する（Ｓ４０２）。Ｓ４０２でプリンタ１０２の初期設定が設定済である
と判断された場合、Ｓ４０３に移行する。Ｓ４０２でプリンタ１０２の初期設定が設定済
でないと判断された場合、Ｓ４１２に移行する。
【００７６】
　次に、読取部２０３又はネットワークインターフェース３０７により、プリンタ１０２
に対して印刷ジョブが入力されたか否かを判断する（Ｓ４０３）。Ｓ４０３でプリンタ１
０２に対して印刷ジョブが入力されたと判断された場合、Ｓ４０４に移行する。Ｓ４０３
でプリンタ１０２に対して印刷ジョブが入力さていないと判断された場合、プリンタ１０
２に対して印刷ジョブが入力されるまで待機する。
【００７７】
　次に、ファン４０１に駆動開始電圧Ｖｓを与えることにより、ファン４０１の駆動を開
始させる（Ｓ４０４）。
【００７８】
　次に、Ｓ４０４でファン４０１に与えた駆動開始電圧Ｖｓにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ４０５）。Ｓ４０５でファン４０１が回転していると判断
された場合、Ｓ４０６に移行する。Ｓ４０５でファン４０１が回転していないと判断され
た場合、Ｓ４１２に移行する。
【００７９】
　次に、ファン４０１の回転が安定しているか否かを判断する（Ｓ４０６）。Ｓ４０６で
ファン４０１の回転が安定していると判断された場合、Ｓ４０７に移行する。Ｓ４０６で
ファン４０１の回転が安定していないと判断された場合、Ｓ４０５に移行する。
【００８０】
　次に、ファン４０１に駆動維持電圧Ｖｋを与えることにより、ファン４０１の駆動を維
持させる（Ｓ４０７）。
【００８１】
　次に、Ｓ４０７でファン４０１に与えた駆動維持電圧Ｖｋにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ４０８）。Ｓ４０８でファン４０１が回転していると判断
された場合、Ｓ４０９に移行する。Ｓ４０８でファン４０１が回転していないと判断され
た場合、Ｓ４１３に移行する。
【００８２】
　次に、印刷部２０４により、Ｓ４０３で入力した印刷ジョブが終了したか否かを判断す
る（Ｓ４０９）。Ｓ４０９で印刷ジョブが終了したと判断された場合、Ｓ４１０に移行す
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る。Ｓ４０９で印刷ジョブが終了していないと判断された場合、Ｓ４０８に移行する。
【００８３】
　次に、ファン４０１に与えていた電圧を０とすることにより、ファン４０１の駆動を停
止させる（Ｓ４１０）。
【００８４】
　次に、プリンタ１０２の電源がオフになったか否かを判断する（Ｓ４１１）。Ｓ４１１
でプリンタ１０２の電源がオフになったと判断された場合、制御を終了する。Ｓ４１１で
プリンタ１０２の電源がオフになっていないと判断された場合、Ｓ４０２に移行する。
【００８５】
　Ｓ４０２でプリンタ１０２の初期設定が設定済でないと判断された場合、ファンの駆動
電圧パターンｐを設定する（Ｓ４１２）。Ｓ４１２の詳細は、図１１を用いて後述する。
【００８６】
　図１１は、ｐの設定Ｓ４１２の詳細を示すフローチャートである。
【００８７】
　まず、ｎに１を代入する（Ｓ５０１）。
次に、図１２に示す駆動電圧パターンｐのうち、ｐがｎの場合に対応する駆動開始電圧Ｖ
ｓと駆動維持電圧Ｖｋを、駆動電圧パターンｐとして設定する（Ｓ５０２）。
【００８８】
　図１２は、トランジスタに与える駆動電圧パターンｐと駆動開始電圧Ｖｓ，駆動維持電
圧Ｖｋの組み合わせとの対応を示す図である。
【００８９】
　図１２において、ｐはトランジスタに与える駆動電圧のパターンを、Ｖｓはトランジス
タの駆動を開始するための駆動開始電圧を、Ｖｋはトランジスタの駆動を維持するための
駆動維持電圧を示している。図１２に示すように、トランジスタに与える駆動電圧パター
ンｐが増加することに伴い、それに対応する駆動開始電圧Ｖｓ，駆動維持電圧Ｖｋも増加
していく。
【００９０】
　次に、ファン４０１にＳ５０２で設定した駆動電圧パターンｐに対応する駆動開始電圧
Ｖｓを与えることにより、ファン４０１の駆動を開始させる（Ｓ５０３）。
【００９１】
　次に、Ｓ５０３でファン４０１に与えた駆動開始電圧Ｖｓにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ５０４）。Ｓ５０４でファン４０１が回転していると判断
された場合、Ｓ５０５に移行する。Ｓ５０４でファン４０１が回転していないと判断され
た場合、Ｓ５１０に移行する。
【００９２】
　次に、ファン４０１の回転が安定しているか否かを判断する（Ｓ５０５）。Ｓ５０５で
ファン４０１の回転が安定していると判断された場合、Ｓ５０６に移行する。Ｓ５０５で
ファン４０１の回転が安定していないと判断された場合、Ｓ５０４に移行する。
【００９３】
　Ｓ５０５でファン４０１の回転が安定していると判断された場合、ファン４０１にＳ５
０２で設定した電圧のパターンに対応する駆動維持電圧Ｖｋを与えることにより、ファン
４０１の駆動を維持させる（Ｓ５０６）。
【００９４】
　次に、Ｓ５０６でファン４０１に与えた駆動維持電圧Ｖｋにより、ファン４０１が回転
しているか否かを判断する（Ｓ５０７）。Ｓ５０７でファン４０１が回転していると判断
された場合、Ｓ５０８に移行する。Ｓ５０７でファン４０１が回転していないと判断され
た場合、Ｓ５１０に移行する。
【００９５】
　Ｓ５０７でファン４０１が回転していると判断された場合、ｐの値をＳ５０７でファン
４０１が回転していると判断されたときのｐ値に設定するとともに、Ｖｓ及びＶｋの値を
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図１２でそのｐに対応するＶｓ及びＶｋの値に設定する（Ｓ５０８）。
【００９６】
　次に、ファン４０１に与えていた電圧を０とすることにより、ファン４０１の駆動を停
止させる（Ｓ５０９）。
【００９７】
　Ｓ５０４又はＳ５０７でファン４０１が回転していないと判断された場合、ｎの値をイ
ンクリメントする（Ｓ５１０）。
【００９８】
　次に、Ｓ５１０でインクリメントした後のｎの値が１５以下であるか否かを判断する（
Ｓ５１１）。Ｓ５１１でｎの値が１５以下であると判断された場合、Ｓ５０２に移行する
。Ｓ５１１でｎの値が１５以下でないと判断された場合、Ｓ５１２に移行する。
【００９９】
　Ｓ５１１でｎの値が１５以下でないと判断された場合、ユーザーに対して、ファンが駆
動できない旨のエラーを通知する（Ｓ５１２）。Ｓ５１２の後、Ｓ５０９に移行する。
【０１００】
　本実施形態により、ファンの駆動開始電圧や駆動維持電圧を、ファンの個体差や経年変
化に応じて適切に設定することが可能となる。
【０１０１】
　また、本実施形態により、ファンの駆動開始電圧や駆動維持電圧を、別々に設定する場
合より簡単に設定することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０１０２】
【図１】システムの構成を示す図
【図２】プリンタ１０２の構成を示すブロック図
【図３】制御部２０１の詳細を示すブロック図
【図４】送風部２０５の詳細を示す図
【図５】トランジスタ４０６，４０８，４１０のオンオフの組み合わせとファン４０１に
与えられる電圧との対応を示す図
【図６】プリンタ１０２の制御を示すフローチャート
【図７】Ｖｓの設定Ｓ１１２の詳細を示すフローチャート
【図８】Ｖｋの設定Ｓ１１３の詳細を示すフローチャート
【図９】プリンタ１０２の制御とファンに与えられる電圧及びファンから検出されるロッ
ク信号との関係を示すタイムチャート
【図１０】プリンタ１０２の制御を示すフローチャート
【図１１】ｐの設定Ｓ４１２の詳細を示すフローチャート
【図１２】トランジスタに与える駆動電圧パターンｐと駆動開始電圧Ｖｓ，駆動維持電圧
Ｖｋの組み合わせとの対応を示す図
【図１３】印刷部２０４の詳細とファン４０１の取付位置を示す断面図
【符号の説明】
【０１０３】
　１０１　ＰＣ
　１０２　プリンタ
　１０３　ネットワーク
　２０１　制御部
　２０２　操作部
　２０３　読取部
　２０４　印刷部
　２０５　送風部
　３０１　ＣＰＵ
　３０２　ＲＯＭ
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　３０３　ＲＡＭ
　３０４　ＨＤＤ
　３０５　イメージプロセッサ
　３０６　イメージメモリ
　３０７　ネットワークインターフェース
　４０１　ファン
　４０２　トランジスタ
　４０３　出力可変レギュレータ
　４０４　抵抗
　４０５　抵抗
　４０６　トランジスタ
　４０７　抵抗
　４０８　トランジスタ
　４０９　抵抗
　４１０　トランジスタ
　４１１　抵抗
　４１２　ロック信号
　４１３　接続線
　４１４　接続線
　４１５　接続線
　４１６　接続線
　４１７　接続線
　４１８　接続線
　５０１　感光体
　５０２　帯電部
　５０３　露光部
　５０４　現像部
　５０５　定着部
　５０６　給紙トレイ
　５０７　給紙ローラー
　５０８　搬送ローラー
　５０９　排紙ローラー
　５１０　排紙トレイ
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